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 科学における理論の役割として、しばしば三つのことがあげられる。第一は、「現象の理解」である。つ

まり雑然とした個別情報に何らかの秩序を与え、情報の圧縮、知識の構造化を図り、少数の命題から個々

の事実を「説明」することが理論の定義からくる役割といえる。第二には、「現象の予測」である。これは、

既有のデータをうまく説明できるというだけでなく、未知の状態においてどのようなデータが得られるは

ずかを推論できるということをさす。また、その予測があたった場合には、その理論はますます確信を得

ることになる。第三に「現象の制御」がある。原因となる条件を変化させて、ある望ましい結果を得よう

とすることであり、予測よりさらに一歩進んだ意図的、目的的な操作といえる。こうした役割を果たすた

めに、「よい理論」に求められることは何だろうか。 

まず、理解という点からいえば、情報圧縮の程度が高いほうが望ましい。つまり、できるだけ少数の仮

説命題と、シンプルな論理の適用で、現象が説明できることである。かなり単純化した統計的モデルを例

にとると、重回帰分析は、 

 

𝑦𝑦 =  𝑎𝑎1𝑥𝑥1  + 𝑎𝑎2𝑥𝑥2  +  … + 𝑎𝑎𝑗𝑗𝑥𝑥𝑗𝑗  +  𝑏𝑏 

 

という線形の回帰式で、目的とする変数y の値を説明（近似）しようとする。「ウェイトをつけて足し合わ

せる」という非常にシンプルな操作で説明できるならば、それにこしたことはない。また、説明力がほぼ

同じならば、説明変数（予測変数）𝑥𝑥𝑗𝑗の個数が少ないほどよいモデルとされる。因子分析の場合は、この

説明変数にあたるものが仮説的な潜在変数（因子）になるが、やはり、少数の因子で説明できるモデルが

望ましいことになる。統計的モデルに限らず、条件の違いに応じた補助仮説をたくさんおいたり、複雑な

論理を経ないと現象がうまく説明できない理論はよい理論とはいえない。 

一方、予測という点からすれば、よい理論は、より広範囲に、より精度の高い予測ができることが求め

られる。予測できる範囲が広いということは、それだけ理論が普遍性をもっていることになる。精度の高

い予測ができるということは、理論に組み込まれている説明要因以外の要因が少ないということを示して

いる。実用的にも、うまく現象の予測ができれば、それに応じた対応策を考えておくことができる。 

心理学の場合、現象に関わっている要因が未来的に非常に多いために、情報圧縮の程度と予測の程度は、

しばしば拮抗し、研究者を悩ませることになる。統計モデルでいえば、説明変数を減らすと予測の精度は

落ちることになり、どこで折り合いをつけたらよいかの境界に客観的な「正解」はないといってよいだろ

う。現象を理解するためには、少数の仮説命題から現象が導かれる理論のほうがわかりやすいが、予測力

を上げるためには、補助仮説をいくつも立てる必要が出てきて、わかりやすさは損なわれることになって

しまう。 

制御に役立つ理論というのは、用いられている仮説が、外的な操作と結びつけられているものである。

この点も、物理学や化学の理論が工学的応用と結びつけやすいのと対照的に、心理学理論の場合は難しい。

個人差変数や内的過程が現象を説明したり予測したりできたとしても、それらは直接的に操作できないこ

とが多い。すると、心理学の理論は「役に立たない」といわれかねない。これもまた、心理学の研究者を

おおいに悩ます点である。 

心理学理論が、現象の理解、予測、制御を十分に満足することは、現実的にはあまりないといってもよ

いかもしれない。医学・生理学のように、基礎研究で得られた理論が実証され、さらに、予防や治療など
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に応用されるということは、現段階ではまだ望みにくい。もちろん、それは、将来においても不可能だと

いうことではないし、心理学のほうが医学・生理学よりも遅れているというわけでもない。心理学が人間

の心理や行動というきわめて複雑な現象を扱っている以上、いたしかたないという側面がある。ここでは、

むしろ、心理学理論が、現状でも大きな有効性をもっているという点を二つだけ指摘しておきたい。 

有効性の一つは、逆説的ではあるが、心理学が扱っているのは、物理的測度に対応しない行動データ（行

動観察、心理テスト、質問紙、言語報告などを含む）であったり、物理的実体に対応しない構成概念であ

ったりすることに由来している。これは、実証科学としての不確かさにもつながることだが、むしろ自由

に、広範囲の問題を扱いうることにも通ずる。つまり、現在の脳科学では扱いえないような重要なテーマ

を、先行して研究することができるのである。例えば学習研究を例にとれば明らかであるが、現在の脳科

学で主として扱っているのは、反復・強化のメカニズムや、せいぜい、短期記憶・長期記憶、エピソード

記憶・意味記憶・手続き的記憶といった、はるか以前に心理学で提出されたテーマにすぎない。記憶の体

制化、処理水準、命題理論、メタ記憶、記憶方略といった認知心理学で提出されてきた重要なテーマはま

だなかなか扱えない。学習の動機づけ、とくに、原因帰属理論や目標理論などの認知的動機づけ理論につ

いては、現在の脳科学ではとても取り上げようがない。 

そこで、有効性のもう一つの点にもつながることだが、具体的な実践場面で、心理学理論がどのような

意義をもつのかを確認しておきたい。確かに、あたかも医者が病気を治療するように、病因を特定し、適

切な処方箋を書いたり、治療を施したりということは心理学では困難である。しかし、学習、教育、臨床

などの実践場面で、医学・生理学では考えられていないような理論的視点を与え、解釈や対処法について

多くの選択肢を与えるということはできる。前述したような学習の理論からは、「勉強がうまく進まない」

とか「勉強する気が出ない」という子どもに対して、「それはなぜか」「どうすればよいか」というさまざ

まな示唆が得られる。それは、現在の脳科学のレベルより明らかに一歩進んでいるし、何よりも、脳科学

の専門家が書いている「記憶法」や「学習法」の本の内容が、そのタイトルに「脳科学」とあっても、実

は「心理学」の内容が多いことからもわかる。 

基礎研究にしても、実践活動場面にしても、心理学が提出しているテーマや理論は、脳科学をむしろ先

導しているし、またするべきである。しかし、それらの検証の度合いは、まだまだ低く、今後脳科学の発

展を待たなくてはならない部分もたくさんある。心理学は、方法論的な自由度が高い分、確証の度合いも

低いという特徴は認めなくてはならないだろう。それが心理学の長所でもあり、短所でもある。 

 

【出典】森正義彦(編)『科学としての心理学（培風館）』から一部抜粋 

※ 出題上の都合により、出典内容を一部改変しております。 

 

 

 

問1. この文章を400～500字で要約するとともに、心理学理論においても重要となる「モデル」の有用

性と限界についてのあなたの考えを、要約の文章部分と合わせて 800字以内で記述しなさい。 

 

 

 

問2. あなたの研究計画を簡潔に述べるとともに、その研究における「再現性や一般化可能性」につい

て、本文で述べられている心理学研究の特性や限界を踏まえながら、できる限り具体的に 500 字

以内で述べなさい。 
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